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東京電力福島第一原子力発電所の事故以来，低線量放射線，特にα線の内部被ばくによる健康影響が懸念

されている。他方，我々は今までにラドン（α線放出核種）吸入はマウス諸臓器中の抗酸化機能を亢進する

ことなどを報告してきた。そこで本研究では，マウス諸臓器における過酸化水素の産生量のラドン吸入時間

依存性について検討した。その結果，ラドン吸入による組織中の過酸化水素の産生量は，その組織の抗酸化

酵素の量に依存することが示唆できた。 
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1. 緒言 

我々は今までに，ラドン吸入によりマウス諸臓器中のスーパーオキシドジスムターゼ（SOD）活性などが

増加することを報告してきた。このSODは不均化反応によりスーパーオキシド（O2-）から過酸化水素（H2O2）

を産生し，カタラーゼ（CAT）は H2O2を H20と O2に分解・無毒化する。他方，水の放射線分解は，α線な

どエネルギー付与（LET）の高い場合，H202などの分子状収率が増加することなどが報告されている。この

ため本研究では，α線放出核種の吸入による健康影響について，酸化ストレス医学の観点からマウス諸臓器

における過酸化水素の産生量のラドン吸入時間依存性を検討した。 

 

2. 方法 

8週齢・雄の BALB/cマウスに，1群を 7匹とし，バックグラウンドレベル（sham（対照）），2 kBq/m3ま

たは 20 kBq/m3のラドンを 1・3・10日間吸入させた。吸入終了直後に炭酸ガスの過剰吸入により安楽死さ

せ，脳・肺・肝臓・膵臓を摘出し，試料に供した。SOD活性，CAT活性，H202量は定法に従い分析した。 

 

3. 結果・考察例 

sham吸入の場合，H2O2量は肝臓・肺・膵臓・脳，SOD活性と CAT活性は肝臓・肺・脳・膵臓の順に各々

多かった。また，吸入時間が長い場合，H2O2の産生量は脳・肺・膵臓では増加傾向に，肝臓では減少傾向に

あった。さらに，肝臓中の SOD/CAT比は，脳・ 肺・膵臓のそれに比べ低かった。 

以上の所見などより，肝臓では SOD活性が高いため H2O2の産生量が多いが，その分 CAT活性も高いた

め，H2O2の分解が速やかに行われることが考察できた。他方，CAT活性が相対的に低い脳・肺・膵臓では，

長期的なラドン吸入により H2O2が組織内に残存する傾向にあることが示唆できた。 
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